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安全に関する注意
事項

注意の指示は危険を表します。ここ
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実行または遵守しないと、製品の損
傷または重要なデータの損失を招く
おそれがあります。指定された条件
を完全に理解し、それが満たされて
いることを確認するまで、注意の指
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警告の指示は危険を表します。ここ
に示す操作手順や規則などを正しく
実行または遵守しないと、怪我また
は死亡のおそれがあります。指定さ
れた条件を完全に理解し、それが満
たされていることを確認するまで、
警告の指示より先に進まないでくだ
さい。
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本書の内容
本書には、以下の情報が記載されています。 

1    クイック・スタート
この章では、シグナル・アナライザの初期化方法と信号の表示方法を説明します。

2    フロントパネルとリアパネルの機能

この章では、フロントパネルとリアパネルのキーの機能および表示注釈について説明します。

3    測定器のオペレーティング・システム
この章では、Microsoft Windows 7の設定と、Keysight測定器ソフトウェアで使用する設定について  
説明します。 

4    Windowsツールの使用
この章では、Microsoft Windows 7の主要機能とシグナル・アナライザを組み合わせて使用するため  
の指針を提供します。

5    トラブルシューティング
この章では、シグナル・アナライザあるいはMicrosoft Windows 7で直面する問題を解決するための  
基本的な手順を詳しく説明します。
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最新情報の入手方法
ドキュメントは定期的に更新されます。本ガイドに記載の弊社製品に関する最新情報（測定器ソフト
ウェアのアップグレード、アプリケーション情報、製品情報など）については、以下のURLをご参照く
ださい。

http://www.keysight.com/find/N9040B

http://www.keysight.com/find/N9030B

http://www.keysight.com/find/N9020B

http://www.keysight.com/find/N9010B

http://www.keysight.com/find/N9000B

最新アップデートを電子メールで受け取るには、以下のURLでKeysight電子計測UPDATEにご登録くだ
さい。

http://www.keysight.com/find/MyKeysight

アナライザの損傷を防ぐ情報については、以下をご参照ください。

http://www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair

ご使用の製品ソフトウェアは最新版ですか？
Keysightでは、既知の不具合を修正し、製品の機能拡張を組み込むために、ソフトウェア・アップデー
トを定期的にリリースしています。製品のソフトウェア・アップデートを検索するには、Keysight 
Technologiesのテクニカル・サポートのWebサイトをご覧ください。

http://www.keysight.com/find/techsupport

http://www.keysight.com/find/techsupport
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Keysight Xシリーズ・シグナル・アナライザ
N9040B、 N9030B、 N9020B、 N9010B、 N9000B

入門／トラブルシューティング・ガイド

1 クイック・スタート

このセクションでは、シグナル・アナライザの初期化方法と信号の表示方法
を説明します。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。

「受入れ検査」（10ページ）

「測定器の配置とラックマウントの要件」（11ページ）

「アナライザの電源を初めて投入する場合」（12ページ）

「ウィルス対策ソフトウェアとファイアウォール」（16ページ）

「測定器情報」（17ページ）
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クイック・スタート
受入れ検査

受入れ検査
輸送用カートンと緩衝材が破損していないかどうかを検査します。輸送用梱
包材は、後でアナライザを別の場所に輸送したり、サービスのためにKeysight
に返送したりする場合に備えて、保管しておいてください。

梱包内容の確認
梱包内容は、同梱品リストを使ってご確認ください。

輸送時に問題が発生した場合
輸送用梱包材に損傷がある場合、または梱包内容が不足している場合:

— 最寄りのKeysight Technologiesお客様窓口までご連絡ください。 
— 輸送用梱包材は運送業者の検査のために保管しておいてください。
— アナライザをKeysight Technologiesに返送する場合は、元の（または同等 
の）輸送用梱包材を使用してください。「サービスのためのアナライザの
返送」（92ページ）を参照してください。
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クイック・スタート
測定器の配置とラックマウントの要件

測定器の配置とラックマウントの要件

アナライザの配置
アナライザの側面にあるファン吸気口周辺と排気口周辺がふさがっていな
いことを確認してください。最低でも約5 cmの隙間が必要です。空気の流れ 
が制限されると、気流ノイズの上昇とファンの回転速度の上昇（冷却に必要
な十分な空気を取り込むため）が発生します。このため、過度の可聴ノイズ
が発生します。

冷却とラックマウント
アナライザをラックに搭載する際には、左右に通気口がある測定器の横に並
べて配置しないでください。最初の測定器からの排気の向きが、2番目のユ
ニットの吸気口とずれていることを確認してください。最初の測定器からの
加熱された空気が2番目の測定器にあたると、2番目のユニットの動作温度が
過度に上昇し、測定器が破損するおそれがあります。アナライザは、空気を
左側から取り込んで、右側から排気します。

本器をキャビネット内に設置する場合、製品の空気の出入りを妨げないようにし
てください。周辺温度（キャビネット外部）は、キャビネット内での消費電力
100 Wあたり4Cだけ製品の最大動作温度よりも低くなければなりません。キャ  
ビネット内の全消費電力が800 Wを超える場合、強制空冷を使用する必要があり 
ます。
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めて投入する場合

アナライザの電源を初めて投入する場合
アナライザの電源を初めて投入する場合は、以下の方法を用います。

アナライザの初期化 

初めての電源投入時には、測定器が電源のオフと再起動を何度か繰り返します。
これは、初めてのインストール時にだけ発生します。

ステップ 操作 注記

1. アナライザの電源を
投入します。

a. 電源ケーブルにすぐに
手が届く位置にアナラ
イザを設置し、電源ケー
ブルを差し込みます。

b. 電源スイッチ（アナライ
ザのフロントパネルの
左下隅）を押して、アナ
ライザをオンにします。

詳細については、「測定器の配置とラックマ
ウントの要件」および「電源要件」（17ペー
ジ）を参照してください。
 
アナライザの電源がオンになるには5分以上か
かります。 
Keysight Technologiesの画面に続いて、Windows 7
または本器のRecoveryオプションのいずれかを
選択する画面が表示されます。

2. Microsoftセットアッ
プを起動します。 

アナライザは、以下のステップを実行します。

• Windows 7 のスタートアップ・ウィンドウ

• ブラック・スクリーン

• しばらくお待ちくださいというWindowsのメッセージ・ウィンドウ

• 以下のエンドユーザー使用許諾契約書に関するウィンドウが表示され
ます。

この時点で、安全のため、ソフトウェアの初期化を開始する前に測定器をオ
フにします。
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めて投入する場合

セットアップの起動後は、セットアップウィザードが終了してシステムが再起動する
まで、測定器をオフにしたり、電源を切ったりしないでください。測定器をオフにす
ると、システムが破損してアプリケーションが動作しなくなるおそれがあります。 

3. リブートおよびログ
オンする。

— OKをクリックし 
ます。

測定器が再起動すると、以下のメッセージ・
ウィンドウが表示されます。

このウィンドウ
は、起動ウィンド
ウを覆い隠す形
で表示されます。 

“Do not show this message again” のチェックボックスにチェックを入れないと、アナラ     
イザの電源を入れるたびに、このメッセージが表示されます。このメッセージが表
示されている間は、アプリケーションは開始されません。続行する前に、ウイルス
対策メッセージをよく読んで、適切な対策を決定してください。

4. ウイルス対策メッ
セージを無効に 
します。

— チェックボックスを選
択し、Continueをク
リックします。

以下のようなメッセージが表示され続けます。

いくつかの必要なプロセスが行われています。

アプリケーションは初期化されています。

ステップ 操作 注記
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めて投入する場合

5. インストールが完了
すると、この図のよう
な画面が表示される。

6. ユーザー・インタ
フェースの言語を設
定する。

a. 測定器のSystem、
Interface Settingsを押
します。

b. Languageドロップダウ
ン・メニューから希望
の言語を選択します。

ステップ 操作 注記
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めて投入する場合

7. インストールを確認
する。

a. 測定器のSystem、
Show Systemを 
押します。

b. 購入したアプリケー
ションがリストに表示
されていることを確認
します。

さらにサポートが必要な場合は、Keysightサ
ポート・チームまでご連絡ください。 
オンライン・アシスタンス：
http://www.keysight.com/find/assist

8. 信号を表示します。 a. Input/Output、 
RF Calibrator、 
50 MHzを押します。

b. FREQ、Center Freq、
50、MHzを押します。

c. SPAN、50、MHzを押
します。

これにより、50 MHzの内部信号がアナライザの 
入力にルーティングされます。

50 MHzの基準信号がディスプレイ上に表示されます。

ステップ 操作 注記

http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
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クイック・スタート
ウィルス対策ソフトウェアとファイアウォール

ウィルス対策ソフトウェアとファイアウォール
アナライザにはウィルス対策ソフトウェアが付属していません。アナライザ
をLANに接続する場合は、ウィルス対策ソフトウェアのインストールを推奨
します。社内のIT部門に相談して適切な対策を講じてください。 

アナライザは、Windows 7のファイアウォールを有効にした状態で出荷され 
ています。 

アナライザのオペレーティング・システムに問題が生じるおそれがあるた
め、デフォルトのネットワーク設定を変更しないでください。
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クイック・スタート
測定器情報

測定器情報

電源要件
Keysightシグナル・アナライザの物理的設置に必要なことは、電源を接続す
ることだけです。電源電圧を選択する必要はありません。 

本器にはユーザー交換可能なヒューズはありません。

AC電源ケーブル

本器には、国際安全規格に適合する3極電源ケーブルが付属しています。こ
のケーブルは、適切な電源コンセントに接続された場合にアナライザのキャ
ビネットをアースします。本器には送付先の地域に合わせた電源ケーブルが
同梱されています。以下を参照してください。

http://www.keysight.com/find/powercords

測定器は、通常電圧の最大±10%まで主供給電圧の変動に対応することができ
ます。

本器は安全クラス1の製品（電源ケーブルに感電防止用アースを装備）です。電
源プラグは必ず、感電防止用アース端子を備えたコンセントに挿入してくださ
い。製品内部または外部のアース導線がつながっていないと、製品による危険
が生じるおそれがあります。意図的な遮断は禁止されています。(IEC 348 clauses  
17.3.3c & 17.3.4)

アナライザを正しくアースしないと、怪我のおそれがあります。アナライザの
電源をオンにする前に、感電防止用アース端子を電源ケーブルの感電防止用
アース線に接続してください。電源プラグは必ず、感電防止用アース端子を備
えたコンセントに挿入してください。アース保護機能のため、感電防止用アー
ス線を持たない延長ケーブル、電源ケーブル、オートトランスなどを使用する
ことは避けてください。

本製品は、IEC 61010 Second Editionに基づくインスタレーション・カテゴリ II お     
よびIEC 664に基づく汚染度2で使用するように設計されています。 
測定器にはオートレンジ電源電圧入力があります。電源電圧が指定された範囲内
にあることを確認してください。

主電源の配線とコネクタは、施設電気系統で用いられるコネクタと互換性がなけ
ればなりません。正しいコンポーネントを使用していないことによる不適切な
アースは、製品の損傷や深刻な怪我の原因となります。

必ず本器に付属する3極のAC電源ケーブルを使用してください。このケーブルを
使用せず、アースが不十分な場合、製品の損傷を招くおそれがあります。

http://www.agilent.com/find/powercords
http://www.agilent.com/find/powercords
http://www.keysight.com/find/powercords
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クイック・スタート
測定器情報

過電力の防止
入力信号の平均総電力が最大安全入力レベルの +30 dBm を超えるか、 
+/- 0.2 Vdc（DC結合）を超えるか、または +/- 70 Vdc（AC結合）を超える     
と、アナライザの入力回路が損傷するおそれがあります。最大安全入力レベ
ルに関する詳細は、アナライザの仕様ガイドを参照してください。入力回路
の損傷の修理費用は高額になる場合があります。

アナライザで測定する信号が最大安全入力レベルに近い可能性がある場合
は、アナライザへの入力を保護するために、外部のアッテネータ（減衰器）
またはリミッタを使用するか、あるいはその両方を使用してください。外部
利得 (External Gain) や振幅の補正 (Corrections) 、リファレンス・レベルのオ     
フセット (Ref Lvl Offset) 機能を使用すると、外部デバイスの利得と損失を補    
うことができます。External GainとCorrections機能は Input/Outputメニュー 
の下にあり、Ref Lvl Offset機能はAMPTD Y-Scaleメニューの下にあります。

測定器の保守

測定器の清掃

本製品を指定された以外の方法で使用すると、機器の保護機構が損なわれるお
それがあります。本製品は必ず、正常な条件（すべての保護機構が有効な状態）
で使用してください。測定器を設置する際には、着脱式電源ケーブルがオペレー
タから容易に認識でき、すぐに手が届くように設置してください。着脱式電源
ケーブルは、本測定器の断路装置です。これは測定器の他の部品の前で電源回
路を電源から切り離す役割を果たします。フロントパネルのスイッチはスタン
バイ・スイッチです。電源スイッチではありません。別の方法として、外部の
スイッチまたはサーキット・ブレーカ（オペレータから容易に認識でき、すぐ
に手が届くもの）を断路装置として使用することもできます。

感電事故を防ぐため、清掃の前にはシグナル・アナライザを電源から切り離し
てください。乾いた布または水でわずかに湿らせた布を使って、外装部分を清
掃します。内部の清掃はしないでください。
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クイック・スタート
測定器情報

コネクタの清掃
コネクタをアルコールで清掃する場合は、測定器の電源ケーブルを取り外
し、換気のよい場所で行ってください。残留アルコールが完全に蒸発し、蒸
気がなくなるまで待ってから、測定器に電力を供給してください。

バッテリ情報
アナライザは、CPUボードに配置されたリチウム電池を使用します。これ
は、オペレータが交換可能な部品ではありません。「サービスのためのアナ
ライザの返送」（92ページ）を参照してください。交換部品は、Keysight 
Technologiesが承認または供給する部品でなければなりません。

測定器のサービス・ドキュメントをKeysightお客様窓口にオーダーできます。 

イソプロピル・アルコールは、熱、火花、火炎の近くに置かないでください。厳
重に密閉された容器に保管してください。可燃性の高いアルコールです。火事
になった場合は、アルコール泡消化剤、粉末薬品、または二酸化炭素を使用し
てください。水は効果がないことがあります。

イソプロピル・アルコールは通気のよい場所で使用し、目、皮膚、衣類に触れ
ないようにしてください。皮膚のかぶれを起こし、目の損傷を引き起こす場合
もあり、吸飲や吸入すると有害です。皮膚から吸収した場合、害が生じるおそ
れがあります。使用後は、入念に洗ってください。

こぼした場合は、砂や土に吸収させてください。こぼした場所は、水で洗い流
してください。

イソプロピル・アルコールは、該当する連邦、州、地域の環境規制に従って廃
棄してください。

バッテリを正しく交換しないと、爆発のおそれがあります。必ず同一または推
奨される同等種類のものと交換してください。使用済みのバッテリを廃棄する
際は、メーカの指示に従ってください。

バッテリは一般ゴミでなく、小形化学廃棄物として廃棄してください。
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クイック・スタート
測定器情報

静電放電に対する保護
静電放電 (ESD) は、電子部品の損傷や破壊を招くおそれがあります（ESDに  
よる目に見えない損傷は、コンポーネントの輸送、保管、使用のあらゆる場
面で起こりえます）。

テスト機器とESD

テスト機器の使用中のESDによる損傷を防ぐには：

— 同軸ケーブルを一日の最初にアナライザに接続する際には、ケーブルの
中心導体と外部導体を一度短絡させてください。

— コネクタの中心ピンに触れる際、およびアナライザからアセンブリを取
り外す際には、1 MΩの抵抗で絶縁したリスト・ストラップで作業者の体 
をアースする必要があります。

— 静電気の蓄積を防ぐため、すべての機器を正しくアースしてください。

— コンポーネントやアセンブリの操作は、静電気防止作業台の上で行って
ください。

— 静電気を発生する材料は、すべてのコンポーネントから少なくとも1 m離 
しておいてください。

— コンポーネントの保管や輸送の際には、静電気遮蔽容器を使用してくだ
さい。

— プリント回路基板アセンブリは必ず縁を持って取り扱ってください。これ
は、ESDによるコンポーネントの損傷と、めっきの汚染を避けるためです。

ESDに関する詳細情報

ESDと、ESDによる損傷を避ける方法の詳細については、Electrostatic Discharge 
Association (http://www.esda.org) に問い合わせてください。この機関が開発  
しているESD規格は、ANSI (American National Standards Institute) によって     
承認されています。

電圧が500 Vより高い回路を操作する際には、以下の最初の3つの方法は使用し 
ないでください。
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Keysight Xシリーズ・シグナル・アナライザ
N9040B、 N9030B、 N9020B、 N9010B、 N9000B

入門／トラブルシューティング・ガイド

2 フロントパネルとリアパネルの機能

このセクションでは、以下の機能について説明します。

「フロントパネルの機能」（22ページ）

「ディスプレイ画面の機能」（25ページ）

「リアパネルの機能」（31ページ）

「フロントパネルとリアパネルの記号」（35ページ）
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フロントパネルとリアパネルの機能
フロントパネルの機能

フロントパネルの機能

UXA

PXA、MXA、EXA、CXA
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フロントパネルとリアパネルの機能
フロントパネルの機能

アイテム
説明

# 名前

1 測定用のキー これらのキー（色の濃い部分）は、現在のModeとMeasurementで測定を
実行するときに使用するパラメータを設定します。

2 プリセット・キー Mode Preset - 現在のモードに対してはローカル、このモードでのすべて   
の測定に対してはグローバルに機能します。現在のモードのほとんど
（すべてではない）のパラメータに影響を与えます。Input/Output変数ま
たはSystem変数への影響はありません。 

User Preset - 現在のモードに対してはローカル、このモードでのすべて   
の測定に対してはグローバルに機能します。現在のモードのすべての
パラメータに影響を与え、Input/Output変数にも影響を与えます。System
変数に影響はありません。

3 保存/リコール・キー Save - アナライザの状態、トレース、画面イメージなどの項目を、アナ  
ライザの内部ストレージのファイル、リムーバブル・デバイス、およ
びネットワークのディレクトリに保存できます。 

Recall - 以前に保存した状態やトレースなどの項目を、アナライザの内  
部ストレージのファイル、リムーバブル・デバイス、およびネットワー
クのディレクトリからアナライザに取り込むことができます。 

4 Sweepキー Single/Cont - 測定のシングル掃引と連続掃引の間を切り替えることが  
できます。

Restart - 測定を再開します。

5 Mode/Measurementキー このキーは、目的のMode（測定アプリケーション）、Measurement、ま
たはViewを選択できます。

6 Enterキーと矢印キー 測定単位が不要な場合、または現在の単位を使用する場合に、Enterキー
でデータ入力を終了します。

矢印キーを使用して、

— 現在の測定選択の値を増減します。(上/下 = 大きな増減、左/右 =   
小さな増減）

— ヘルプ項目を移動します。
— Windowsダイアログ内で移動、または選択を行います。
— 測定のセットアップに使用するフォーム内を移動します。
— 表内を移動します。

7 ノブ 現在のアクティブ機能の値を増減します。
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フロントパネルとリアパネルの機能
フロントパネルの機能

8 ユーティリティ・キー このユーティリティ部分には、以下のキーが存在します。

数字キーパッド（テンキー） 
System
Help
Local/Cancel/(Esc)
BackSpace
Delete
Control
Alt
Undo/Redo
Touch On/Off
Onscreen Keyboard
Tab

9 RF入力 外部信号の入力用コネクタ。アナライザに入力されるすべての信号の
パワーの総和は+30 dBm (1 W)を超えないようにしてください。

10 USBコネクタ 標準USB 3.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、DVDドライブ、ハー 
ドドライブなどの外部周辺機器に接続します。

11 ヘッドフォン出力 ヘッドフォンは、利用可能なオーディオ出力を聞くために使用できます。

12 プローブ・パワー 外部高周波プローブとアクセサリに対する電力を供給します。

13 ミキサの終了 外部ミキサに対して、LO出力信号を加え、IF入力信号を受け取ります。信
号レベルに関する詳細については、『仕様ガイド』を参照してください。

CXAでは使用できません。

14 電源スタンバイ／オン アナライザをオンにします。緑のライトは電源オンを示します。黄色
のライトはスタンバイ・モードを示します。

フロントパネルのスイッチはスタンバイ・スイッチ
であり、電源スイッチ（断路装置）ではありませ
ん。フロントパネルのスイッチがスタンバイ位置に
ある間も、アナライザは電力を消費しています。 

電源ケーブルをシステム断路装置として使用する
ことができます。電源ケーブルは、電源回路を電源
から切り離す役割をします。

アイテム
説明

# 名前
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フロントパネルとリアパネルの機能
ディスプレイ画面の機能

ディスプレイ画面の機能
このセクションでは、ディスプレイ画面の領域について説明します。

スクリーン・タブ
ディスプレイ画面の上部にあるタブは、設定した測定画面ごとに存在しま
す。+ 印をタップすると、現在の測定を「クローン」でき、このクローンは、 
作成後に変更を加えることができます。現在のスクリーン・タブをタップす
る（Mode/Measハードキーを押す）と、下の図のようなダイアログが表示さ
れます。
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フロントパネルとリアパネルの機能
ディスプレイ画面の機能

このダイアログで、Mode、Measurement、およびViewを選択することがで
きます。 

モードを選択すると、そのモードで利用可能な測定がMeasurementカラムに
表示されます。

目的の測定を選択すると、その測定で利用可能なビューがViewカラムに表示
されます。

最大16個の測定タブを使用できますが、一度に表示できるのは6個のみです。
複数のタブがあり、画面上部のタブ・バーに表示しきれない場合は、タブの
左矢印と右矢印を使って左右にスクロールして表示させます。

タブをタッチすることで画面を切り替えます。複数の画面を表示するには、

画面下部のバー (Bottom Bar) にある アイコンを押します。

測定バー
測定バー (Meas Bar) には、測定の全般的な設定と情報が表示されます。この   
バーの注釈を使うと、設定を変更することができます。注釈ボックスをタッ
プして、関連パラメータ用のドロップダウン・パネルを表示します。下の図
は、ドロップダウン・メニューとそのパラメータの例です。 

シングル／連続測定を示します。
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フロントパネルとリアパネルの機能
ディスプレイ画面の機能

測定表示
この領域には、測定結果がグラフと表形式で表示されます。ピンチ、ドラッ
グ、スクロール、またはタップすることで、この領域を操作することができ
ます。 

信号の上で： 
水平方向のピンチ操作 - アナライザのスパン周波数を変更します。 
水平方向のドラッグ操作 - センター周波数を変更します。 
垂直方向のピンチ操作 - 垂直のスケールを変更します。 
垂直方向のドラッグ操作 - 基準レベルを変更します。 
マーカはドラッグ操作で目的の場所に移動できます。 

タッチしたまま長押し - 右クリックと同じ機能になります。

スクロールをスワイプする - ウィンドウ領域外にある情報を画面に表示す  
ることができます。スクロールを始めるとスクロール・バーが画面に表示さ
れ、ストロールを終えるとそのバーは画面から消えます。

これらのタッチパネル操作に関するデモ紹介と、UXAでの使用方法について
は、以下のWebサイトをご覧ください。 
http://www.youtube.com/playlist?list=PLmqzNmmPZGY9sgctxx5dP6hyZoUx
Np4lC

ウィンドウ領域の注釈ドロップダウンでは、パラメータを変更できます。
ウィンドウ・タイトルのドロップダウンでは、マルチウィンドウ形式のウィ
ンドウ・サイズを変更できます。これらの部分をタップすると、下の図のよ
うにドロップダウン・コントロール・メニューが表示されます。

http://www.youtube.com/playlist?list=PLmqzNmmPZGY9sgctxx5dP6hyZoUxNp4lC
http://www.youtube.com/playlist?list=PLmqzNmmPZGY9sgctxx5dP6hyZoUxNp4lC
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フロントパネルとリアパネルの機能
ディスプレイ画面の機能

メニュー・パネル
メニュー・パネルの上部に2つのアイコンがあります。

プリセット・アイコン は、以下のコントロール・メニューにアクセス
できます。

システム・アイコン は、以下のダイアログにアクセスできます。
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フロントパネルとリアパネルの機能
ディスプレイ画面の機能

ハードキー・ドロップダウン・パネルには、測定用のコントロールがありま
す。これらは、キーパッドの色の濃い領域にあるハードキーと同じ機能にな
ります。

キーパッドまたはドロップダウン・メニューのいずれからでも機能を選択で
きます。
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フロントパネルとリアパネルの機能
ディスプレイ画面の機能

Frequencyパネルでは、その右側にSettingsタブがあることに注意してくださ
い。他のパネルでは、複数のタブが存在する場合があります。タブにアクセ
スすると、タブに表示される特定のパラメータを制御できます。

画面下部のバー
画面下部のバーには、各種コントロールにアクセスできるいくつかのアイコ
ンがあります。
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フロントパネルとリアパネルの機能
リアパネルの機能

リアパネルの機能
UXA

PXA、MXA、およびEXA
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フロントパネルとリアパネルの機能
リアパネルの機能

アイテム 説明
# 名前

1 EXT REF IN 外部周波数基準信号の入力：

2 10 MHz OUT アナライザの内部10 MHz周波数基準信号の出力。他のテスト機器の
周波数基準をアナライザにロックするために使用します。 

3 SNS Series Noise Source Keysight N4000A/N4001A/N4002A スマート・ノイズ・ソース (SNS) 用。

4 Noise Source Drive +28 V 
(Pulsed)

Keysight 346A/346B/346C ノイズ・ソース用。

5 TRIGGER 1 IN 測定の外部トリガを可能にします。

6 TRIGGER 2 IN 測定の外部トリガを可能にします。

7 Sync 将来のための予備。

8 TRIGGER 1 OUT 他のテスト機器をアナライザと同期するために使用するトリガ出
力。Input/Outputキーから設定可能。

9 TRIGGER 2 OUT 他のテスト機器をアナライザと同期するために使用するトリガ出
力。Input/Outputキーから設定可能。

10 アナログ出力 オプション YAV： 
Screen Video
オプション YAS： 
Screen Video
Log Video
Linear Video

オプション EMC： 
Demod Audio

11 デジタル・バス 将来のための予備

12 Aux IF Out CR3 Second IF Out（PXA、MXA、および EXA)

CRP Arbitrary IF Out（PXA、MXA、および EXA）

ALV Log Video (PXA)

13 電源入力 ACパワー接続。詳細については製品仕様をご覧ください。

14 リムーバブル・ディス
ク・ドライブ

すべてのアナライザに標準装備。 

15 VGA 外部VGAモニタの接続が可能。 

16 DisplayPort ビデオ出力用。外部モニタの接続に標準Mini DisplayPortコネクタま
たはアダプタを採用。
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リアパネルの機能

CXA 

17 LAN/USB リモート・アナライザ操作に使用するためのTCP/IPインタフェース。 

USB 2.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、プリンタ、DVDド
ライブ、ハードドライブなどの外部周辺機器に接続します。

18 USBコネクタ USB 3.0ポート、タイプB。USB TMC (test and measurement class) は外部
PCコントローラに接続して測定器を制御。480 Mbpsリンクのデータ
転送用。

19 USBコネクタ 標準USB 3.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、プリンタ、
DVDドライブ、ハードドライブなどの外部周辺機器に接続します。

20 PCIe X4 将来のための予備

21 GPIB リモート・アナライザ操作に使用できるGeneral Purpose Interface Bus 
(GPIB、IEEE 488.1) 接続。 

アイテム 説明
# 名前

アイテム 説明
# 名前

1 EXT REF IN 外部周波数基準信号の入力： 
CXA – 10 MHz用

2 GPIB リモート・アナライザ操作に使用できるGeneral Purpose Interface Bus 
(GPIB、IEEE 488.1) 接続。 

3 PCIe X4 将来のための予備
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リアパネルの機能

4 USBコネクタ 標準USB 2.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、プリンタ、
DVDドライブ、ハードドライブなどの外部周辺機器に接続します。

5 USBコネクタ USB 2.0ポート、タイプB。USB TMC (test and measurement class) は外部
PCコントローラに接続して測定器を制御。480 Mbpsリンクのデータ
転送用。

6 LAN/USB リモート・アナライザ操作に使用するためのTCP/IPインタフェース。 

USB 2.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、プリンタ、DVDド
ライブ、ハードドライブなどの外部周辺機器に接続します。

7 DisplayPort ビデオ出力用。外部モニタの接続に標準Mini DisplayPortコネクタま
たはアダプタを採用。

8 VGA 外部VGAモニタの接続が可能。 

9 リムーバブル・ディス
ク・ドライブ

すべてのアナライザに標準装備。 

10 電源入力 ACパワー接続。詳細については製品仕様をご覧ください。

11 アナログ出力 オプション EMC： 
Demod Audio

12 TRIGGER 1 OUT 他のテスト機器をアナライザと同期するために使用するトリガ出
力。Input/Outputキーから設定可能。

13 Sync 将来のための予備。

14 TRIGGER 1 IN 測定の外部トリガを可能にします。

15 Noise Source Drive +28 V 
(Pulsed)

Keysight 346A/346B/346C ノイズ・ソース用。

16 SNS Series Noise Source Keysight N4000A/N4001A/N4002A スマート・ノイズ・ソース (SNS) 用。

17 10 MHz OUT アナライザの内部10 MHz周波数基準信号の出力。他のテスト機器の
周波数基準をアナライザにロックするために使用します。 

アイテム 説明
# 名前
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フロントパネルとリアパネルの機能
フロントパネルとリアパネルの記号

フロントパネルとリアパネルの記号
この記号は、パワー・オン（緑色のLED）を示すため
に用いられます。

この記号は、パワー・スタンバイ・モード（黄色の
LED）を示すために用いられます。

この記号は、AC入力電源が必要であることを示しま
す。

取扱説明書記号。製品にこの記号が記載されている場
合、ユーザーがドキュメントの内容を参照する必要が
あることを示します。

CEマークは、ヨーロッパ共同体の登録商標です。

 RCMマークは、オーストラリアのスペクトラム管理局
の登録商標です。

このマークは、製品がCanadian Interference-Causing 
Equipment Standard (ICES-001) に適合することを示   
します。 
この記号は、Industrial Scientific and Medicalグループ   
1クラスA製品 (CISPR 11、Clause 4) であることも表し    
ます。

CSAマークは、CSAインターナショナルの登録商標
です。

この記号は、2005年8月13日現在、EU法により電気／
電子機器の分別収集が義務づけられていることを示し
ます。すべての電気／電子機器は、通常の廃棄物と別
に処理する必要があります (Reference WEEE Directive   
2002/96/EC)。

通常使用中に危険／有害物質成分が漏出または劣化す
るはずのない期間を示します。本製品の予想耐用年数
は40年です。

すべての1次/2次梱包に記されているこの記号は、中国
規格GB 18455-2001に準拠していることを示します。

. 

T

この機器は、業務用途に適合したクラスAです。また、
屋外の電磁波環境での使用に適合しています。

不要になった製品の回収については、地域のKeysight
お客様窓口までお問い合わせください。 
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Keysight Xシリーズ・シグナル・アナライザ
N9040B、 N9030B、 N9020B、 N9010B、 N9000B

入門／トラブルシューティング・ガイド

3 測定器のオペレーティング・システム

この章では、Microsoft Windows 7の設定と、Keysight測定器ソフトウェアで  
使用する設定について説明します。また、システム設定の変更についても説
明します。さらに、Windowsオペレーティング・システムの設定と測定器の
出荷時にディスク・ドライブに存在するソフトウェア・インストールについ
ても説明します。

オペレーティング・システムの設定アイテムの変更にはフロントパネルと
タッチスクリーンを使用できますが、これらの作業はUSBマウスと外部キー
ボードを使用する方がはるかに簡単に行えます。便利なショットカット・
キーの詳細については、「マウスがない場合のWindowsの移動」（66ページ）
をご覧ください。

この章では、以下のトピックについて説明します。

「Microsoft Windows」（38ページ）

「インストールされているソフトウェア」（39ページ）

「ソフトウェアのカスタマ・インストール」（40ページ）

「ユーザー・アカウント」（41ページ）

「Keysight Xシリーズ・アナライザのライセンス・オプション」（43ページ）

「新しい測定アプリケーション・ソフトウェアのライセンス： 新規購入後」 
（44ページ）

「Windowsの構成設定」（46ページ）

「プリンタの設定」（50ページ）

「LANの設定」（51ページ）

「Windowsセキュリティ」（53ページ）

「システム保守」（55ページ）

「USB接続」（56ページ）

「ディスク・ドライブの分割と使用」（57ページ）

「ディスク・ドライブ回復プロセス」（59ページ）
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Microsoft Windows

Microsoft Windows
Microsoft Windowsは、工場出荷時に測定器にインストール済みです。
Keysightは、測定器が最適な動作を得られるようにMicrosoft Windowsの多
数の設定をすで構成済みです。この章では、これら多数の設定について説
明します。

Windowsヘルプとサポートセンター 

この章の全体をとおして、Windowsヘルプとサポートセンターへの参照が記
載されています。PCまたは測定器自体からWindowsヘルプとサポートセン
ターにアクセスするには、以下の手順に従います。 

xSAが画面表示されている場合は、画面の左下隅にある （スタート）ア
イコンをタップします。

スタート・アイコン をタップして、検索ウィンドウに「ヘルプとサ
ポート」と入力します。

選択する項目：  

Windowsヘルプとサポートセンターへのアクセスには、インターネット
接続がなければなりなりません。 
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インストールされているソフトウェア

インストールされているソフトウェア 

シグナル・アナライザ・ソフトウェア
シグナル・アナライザには、N9060Cスペクトラム・アナライザ測定アプリ
ケーション・ソフトウェアがインストールされています。その他の測定ア
プリケーションも使用できます。アプリケーションごとに、ソフトウェア
を実行するためのライセンスが必要となります。ライセンスが購入されて
いない場合でも、すべてのアプリケーションは製造時に工場でインストー
ルされます。追加のライセンスは、後から購入可能です。

ベクトル・シグナル・アナライザ・ソフトウェア
シグナル・アナライザには、89600 VSAソフトウェアがインストールされて 
います。このソフトウェアは、ライセンスが購入されていない場合でも製造
時に工場でインストールされます。ライセンスは、後から購入可能です。
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ソフトウェアのカスタマ・インストール

ソフトウェアのカスタマ・インストール

Keysightによって検証済みのサードパーティ・ソフトウェア
Keysightでは、以下のプログラムが測定器アプリケーションと互換性がある
ことを確認しています。

— MathWorks MATLAB

その他のサードパーティ・ソフトウェアのインストール
Xシリーズ・シグナル・アナライザのプラットフォームはオープンなWindows
環境なので、ソフトウェアを測定器にインストールすることができます。た
だし、許可されていないソフトウェアをインストールすると、測定器の性能
に影響が及ぶおそれがあります。Keysightは、許可されていないソフトウェ
アをインストールした場合のアナライザの性能については保証しません。

Keysightがテストしたプログラム以外のプログラムをインストールすると、測
定器のアプリケーションに問題が生じるおそれがあります。問題が発生した
場合は、問題の原因となったプログラムをアンインストールするか、プログ
ラムの設定の変更を試みてください。それでも問題を解決できない場合は、
Instrument Recovery Systemを使用して、測定器のシステム・ソフトウェアを  
再インストールする必要があります。

測定器に追加のプログラムをインストールするには、シグナル・アナラ
イザ・アプリケーションを終了する必要があります。
また、工場出荷時に測定器にインストールされたアプリケーションやプ
ログラムは、削除しないでください。
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ユーザー・アカウント

ユーザー・アカウント
測定器は、多数の各種アカウントがすでにセットアップされた状態で出荷さ
れます。ご希望の場合は、利用者ご自身のアカウントを作成することも可能
です。各アカウントに属する権限によって、そのアカウントが実行できる内
容が決まります。

管理者アカウント
工場出荷時のデフォルトの管理者パスワードは、"Keysight4u!"です。 

管理者アカウントを使用して、以下の操作を実行できます。

— ソフトウェアのインストール
— ネットワークおよびプリンタ・アクセスの設定
— 測定器上のすべてのファイルへのアクセス
— ユーザー・アカウントとパスワードの追加または変更
— ファイアウォールの設定変更
— Windowsの設定変更（デバイス・マネージャーなど）
— 時刻と日付の変更
— アプリケーションの実行

測定器アカウント
工場出荷時のデフォルトのユーザー・アカウントは"Instrument"、パスワー
ドは"measure4u"です。このユーザーは、標準ユーザー・グループのメンバ
です。測定器アカウントを使用して、以下の操作を実行できます。

— ネットワークおよびプリンタ・アクセスの設定（ローカル・プリンタへ
のアクセスでない場合でも可能）

— ユーザー・グループがアクセス可能な測定器上のファイルへのアクセス
— ユーザー・グループがアクセス可能なアプリケーションの実行

パワー・ユーザー・アカウント
パワー・ユーザー権限は、測定器アカウントまたはユーザー作成のアカウン
トに割り当てることができます。権限を変更するには、管理者としてログオ
ンする必要があります。パワー・ユーザーは、以下の操作を実行できます。

— ソフトウェアのインストール（ただし、ドライバをインストールできな
いなど、一部制限があります）。

— ネットワークおよびローカル・プリンタ・アクセスの設定
— パワー・ユーザー・グループがアクセス可能な測定器上のファイルへの
アクセス

— 時刻と日付の変更
— パワー・ユーザー・グループがアクセス可能なアプリケーションの実行
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ユーザー・アカウント

KeysightOnlyユーザー・アカウント
測定器には、"KeysightOnly"と呼ばれるユーザー・アカウントがあります。こ
れは利用者が、管理者パスワードの変更後、そのパスワードを忘れた場合に
カスタマー・サポートが使用するものです。KeysightOnlyアカウントを削除
および変更しないでください。

サービス・ユーザー・アカウント
測定器には、測定器へのサービスが必要な場合に使用するユーザー・アカウ
ントが定義されています。 

カスタマ作成のアカウント
追加のユーザー・アカウントを作成し、新規作成したユーザー・アカウント
に許可するセキュリティのレベルを決めることができます。例えば、セキュ
リティのレベルを管理者やパワー・ユーザー、標準ユーザー、バックアッ
プ・オペレータとして割り当てることが可能です。ユーザー名の大文字と小
文字は区別されませんが、パスワードの大文字と小文字は区別されます。 

Keysightでは、各ユーザーのMy DocumentsフォルダをD:ドライブにマッピン 
グすることを推奨しています。これにより、Instrument Recoveryを実行する 
必要がある場合に、ユーザー・データの上書きを避けることができます。ま
た、D:ドライブの中身を外部メディアにコピーするだけで、簡単にバック
アップが行えます。工場で作成した全ユーザー・アカウントのMy Documents 
は、すでにD:ドライブにマッピングされています。すべての新しいユーザーの
My DocumentsフォルダをD:ドライブにマッピングすることを推奨します。
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Keysight Xシリーズ・アナライザのライセンス・オプション
Keysight UXAシグナル・アナライザでは、次の2種類のライセンス形態が用 
意されています。固定永久ライセンスおよびトランスポータブル永久ライセ
ンスです。これらのライセンス・タイプは、固定永久ライセンス（出荷時に
標準装備）が必要なスペクトラム・アナライザ測定アプリケーションを除く、
すべての既存の測定アプリケーションで使用できます。ハードウェア・オプ
ションを有効にする場合には、固定永久ライセンスが必要です。

固定永久

固定永久ライセンスは、従来のライセンス・タイプ（固定）で、使用期間は
Xシリーズ・アナライザの販売以来すべての機能に適用してきた期間と同じ
（永久）です。固定永久ライセンスは、オプション記号の2番目の文字が “F”、
3番目の文字が “P” になっており、それによって識別されます。

例：N9068C-2FP 

ライセンス・キーは、測定器のモデルとシリアル番号によって異なります。
ライセンス・キーは、作成対象の測定器にのみインストール可能です。

トランスポータブル永久
トランスポータブル永久ライセンスは、オプションのライセンス・タイプで、
ライセンスの展開期間は特定の測定器モデルとシリアル番号に固定されま
せん。トランスポータブル永久ライセンスは、オプション記号の2番目の文
字が “T”、3番目の文字が “P” になっており、それによって識別できる製品
構成です。

例：N9068C-2TP

トランスポータブル永久ライセンスでは、ライセンスのチェックイン／
チェックアウトを管理する目的においてのみ、Keysightサーバに接続する必
要があります。Keysightライセンス・サーバには、測定器から移行され、新
しい測定器への割り当てを待っている未使用のライセンスを保管すること
もできます。サーバは、各アプリケーション・ライセンスの30日間当たりの
ライセンス移行回数を10回に制限しています。

測定器の新規購入時に工場で事前インストールされる固定永久ライセンス
とは異なり、トランスポータブル永久ライセンスは、初めて使用する前にラ
イセンスを取得してインストールする必要があります。これにより、アプリ
ケーション・ライセンスをインストールする当初の測定器をユーザーが決定
できます。

測定器間で、測定器ソフトウェアのリリースを同じにしておくことを推奨し
ます。これにより、各測定器で最新コードが使用されるため、ユーザーはど
の測定器も同じように扱うことができます。これは特に、最新のソフトウェ
ア・リリースでのみ利用可能なときに、新たにリリースされたアプリケー
ションのためにライセンスを移行する場合に重要です。
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新しい測定アプリケーション・ソフトウェアのライセンス： 新規購入後

新しい測定アプリケーション・ソフトウェアのライセンス： 
新規購入後

シグナル・アナライザの新規購入後に、測定アプリケーション・ソフトウェ
アを追加でオーダすることができます。ソフトウェア・アップグレードは、
オプションに基づいたEntitlement Certificate（ライセンス証明書）と、ライ 
センス契約から構成されるキットとして提供されます。ライセンスは、ライ
センスWebサイトからUSBストレージ・デバイスにダウンロードして、測定
器にロードすることができます。

すべてのソフトウェア・アップグレードにおいて、最新バージョンの測定器
ソフトウェアをインストールすることを推奨します。これにより、ライセン
ス供与されているアクティブな測定アプリケーションが、確実に現行最新の
バージョンとしてインストールされます。

最新バージョンのソフトウェアは、以下のWebサイトからダウンロードでき
ます。

http://www.keysight.com/find/xseries_software

ライセンス・キーは通常、1つの測定器モデルとシリアル番号の組み合わせ
に対して割り当てられます。ライセンス・キーは、その測定器にだけインス
トールできます。

USB経由でのインストール手順

測定アプリケーションのインストール後は、校正が一切不要です。

表 3-1 

ステップ 操作 注記

1. オプションのアップ
グレード用
Entitlement Certificate
（ライセンス証明書）
を取得します。

ライセンス証明書の取得手順に従い
ます。

オプションのアップグレード用
Entitlement Certificateを取得すると、ラ
イセンス・ファイルを添付した電子
メールが送信されてきます。

2. ライセンス・ファイ
ルを保存します。

.lic ファイルをUSBストレージ・デバ
イスのルート・ディレクトリに保存
します。

http://www.keysight.com/find/xseries_software
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3. ライセンス・ファイ
ルをロードします。

USBストレージ・デバイスをシグナ
ル・アナライザのUSBポートの1つに
接続します。

Windowsによって新しいハードウェ
アの接続が検出されると、機器構成
メニューが表示されます。 

シグナル・アナライザはライセンス・
ファイルを自動的にロードします。
（これには数分かかる場合がありま
す）。完了すると、Keysightライセン
ス・マネージャは、「Successful License 
Installation」というメッセージを表示
します。

別の方法として、ライセンス・ファイルをシグナル・アナライザの以下の
フォルダに入れることにより、USBまたはLAN経由で手動でライセンス・ファ
イルをインストールすることもできます。 
C:\Program Files\Keysight\licensing

4. インストールを確認
します。

— シグナル・アナライザの電源を入
れ直します。

— System、Show Systemを押し 
ます。

— 新しいアプリケーションがリス
トに表示されていることを確認
します。

電源を入れ直すまで、アプリケーショ
ンを使用することはできません。

これにより、インストールされてい
るアプリケーションのリストが表示
されます。

さらにサポートが必要な場合は、
Keysightサポート・チームまでお問い
合わせください。

オンライン・アシスタンス：
http://www.keysight.com/find/as
sist

インターネットにアクセスできない
場合は、地域のKeysight Technologiesお 
客様窓口にお問い合わせいただく
か、米国の場合は、1-800-829-4444ま
でご連絡ください。

表 3-1 

ステップ 操作 注記

http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
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Windowsの構成設定
Windowsの設定は、最高の測定性能が得られるように最適化されています。
これらの設定を変更すると、測定器の性能や測定速度が低下するおそれがあ
ります。一般に、ほとんどのWindowsのシステム設定（通常、Windowsコン
トロールパネルを使って設定）は変更しないでください。以下に、変更して
も安全な設定を示します。

変更できる設定
個人的な好みに合わせて設定したい場合は、以下のWindows設定または管
理タスクを変更できます（Windowsコントロールパネルから使用可能）。
Instrument Recoveryの実行によって構成設定がリセットされる場合に備え
て、測定器の構成に加えた変更を書き留めておくことを推奨します。

Windowsのシステム設定を変更したことにより生じた問題から回復するには、
Instrument Recoveryプロセスを使用してWindowsシステムと測定器アプリケー 
ションを再インストールする必要があります。

一部の変更操作は、管理者権限でのみ実行可能です。

表 3-2 

使用する機能 実行する作業...

Microsoft Windows自動更新の設定 

測定器のWindowsオペレーティング・システムの保護を確実に
するために、Microsoftでは、最新の重要なWindows更新を常に取
得することを推奨しています。測定器にインターネット・アク
セスがある場合、測定器のデフォルト設定により、重要な
Windows更新は自動的に確認され、通知されます。

Microsoft自動更新の設定は変更できます。自動更新を行わない
ように選択することができます。ただしこの場合は、定期的に
手動でWindowsを更新する必要があり、Internet Explorerにアクセ 
スしてツール・メニューからWindows Updateを選択することで 
実行できます。

ウイルス対策プログラムのインストールと設定 

新しいユーザー・アカウントのセットアップ

"KeysightOnly"ユーザー・アカウントを削除およ
び変更しないでください。削除や変更した場
合、Keysightが測定器のサービスを行う際に妨
げになります。
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変更してはいけない設定
以下に記載の設定は変更を避けてください（Windowsコントロールパネルか
らアクセス可能）。これらの設定を変更すると、測定器の性能、画面表示の
質、測定速度が低下する可能性があります。

測定器のネットワークへの追加

プリンタのインストールと設定 

時刻と日付の設定 

高度なシステム設定である [システムの詳細設定 ] をクリック  
すると、[システムのプロパティ ] ダイアログが表示されます。 
このダイアログの [詳細設定] タブには、多数の設定オプション  
があります。このタブ内の [パフォーマンス ] セクションで [設   
定 ] ボタンをクリックすると、多数の設定オプションを備えた 
別のダイアログが開きます。   デフォルト設定では、[コン   
ピューターに応じて最適なものを自動的に選択する ] が選択さ 
れています。[パフォーマンスを優先する] に選択を変更するこ 
ともできます。 

その他の残りの設定は、変更しないでください。

表 3-2 

使用する機能 実行する作業...

表 3-3 

使用してはいけない機能： 実行する作業...

電源オプションを変更しないでください。 

高度なシステム設定である [システムの詳細設定 ] をクリックす  
ると、[システムのプロパティ ] ダイアログが表示されます。 

このダイアログに、[ハードウェア] タブがあります。[ハードウェ 
ア] タブ内の設定は一切変更しないでください。

このダイアログに、[詳細設定 ] タブがあります。[詳細設定 ] タブ  
内の設定は、前述の「変更できる設定」で説明したものを除き、
一切変更しないでください。
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また、以下を行わないでください。

— ディスク・ドライブのパーティションの追加、削除、変更

— Keysightレジストリ・エントリの削除および変更

— 名前に"Keysight"を含むディレクトリの中身の変更

— IISサーバの中止

— 測定器で設定されていた仮想ディレクトリ（またはそのコンテンツ）の
改ざん

— 以下のライブラリ、インタフェース、プログラムのアンインストール

— I/O Libraries

— .NET Framework、または.NET Framework用のHotfixやService Pack

— "Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1"

— "Keysight"で始まるプログラム

— Adobe Acrobat Reader

— 以下の変更

— Connection Expertまたは I/O Configに設定済み測定器 I/Oとして表   
示された I/O Library "GPIB27"、"GPIB28"インタフェース

インストールされているフォントを削除しないでください。 

以下の画面設定を変更しないでください。 

— スクリーン・セイバーの設定（[個人設定] の下にある）

— 画面の解像度（[解像度の調整] の下にある）

— DPI設定（[カスタム テキスト サイズの設定] の下にある）

[地域と言語] にある設定は、一切変更しないでください。変更す 
ると、測定器のキーボードと画面が正しく動作しないおそれがあ
ります。

"KeysightOnly"ユーザー・アカウントを削除および変更しないでく
ださい。

表 3-3 

使用してはいけない機能： 実行する作業...
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自動再生/自動実行
Windows XPの登場以来、自動実行 (Autorun) とも呼ばれる自動再生 (Autoplay)    
は、新しいメディアやデバイスの検出時に適切な動作を選択することでユー
ザーをアシストする機能、という意味合いを持つようになりました。測定器
ではセキュリティ強化のために、管理者アカウントから実行していない限
り、自動再生/自動実行機能はデフォルト設定でオフになっています。 

自動再生/自動実行を再び有効にするには、コントロールパネルの自動再生
機能を使います。ただし、この機能を有効にすると、USBメモリなどの携帯
可能なデバイスからウィルス攻撃をより受けやすくなるおそれがあります。
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プリンタの設定
プリンタの設定にはMicrosoft Windowsコントロールパネルを使用します。コ 
ントロールパネルには、Windowsのスタート・メニューまたはフロントパネ
ルのSystemキーからすぐにアクセスできます。このセットアップ・プロセス
は、タッチスクリーンとフロントパネル・キーを使って行うことができます。
「マウスがない場合のWindowsの移動」（66ページ）を参照してください。

新しいプリンタをセットアップする場合は、プリンタ・ドライバをロードす
る必要があります（ネットワーク・プリンタを使用している場合は、社内の
IT部門により、ドライバが含まれるようセットアップしてください）。プリン
タのメーカがドライバ・ソフトウェアとプロセスを提供しています。外部
USBディスク・ドライブを接続している必要があります。測定器をLANに接
続し、プリンタ・メーカのインターネット・サイトからドライバをダウン
ロードする方法もあります。
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LANの設定

ホスト名
コンピュータ名またはホスト名は、工場で設定済みです。LAN上の他の機器
と衝突しないように一意の名前にする必要があります。設定済みのコン
ピュータ名はA-N9040B-xxxxxです。xxxxxは測定器のシリアル番号の最後の5
桁です。

コンピュータ名の変更については、Windowsヘルプとサポートセンターを参
照してください。

IPアドレスとゲートウェイ
測定器は、DHCP経由のIPアドレスを取得するよう設定済みです。IPアドレス
とゲートウェイは、必要に応じて変更することができます。LANの設定方法
については、Windowsヘルプとサポートセンターに記載されています。

ネットワーク共有フォルダへの接続
測定器は、Windows標準ネットワークを備えています。認証が要求されるタ
イミングは、お使いのLANインフラストラクチャによって異なります。アク
セスが必要な共有フォルダにネットワーク・ドライブをマッピングすると、
パフォーマンスが向上する可能性があります。 

ネットワーク・ドライブをマッピングするには、スタート・アイコン を
クリックし、次にComputerを右クリックします。 
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[ネットワーク ドライブの割り当て] ウィンドウが表示されたら、適切なフォ  
ルダに移動し、両方のチェックボックスをオンにし、Finishをクリックします。

Windows 7は、認証の処理中であることを画面に表示しません。
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Windowsセキュリティ
Microsoftでは、測定器のWindowsオペレーティング・システムを保護するた
めに、以下を推奨しています。

— インターネット・ファイアウォールの使用

— 最新の重要なWindows更新の取得

— ウイルス対策ソフトウェアを最新の状態で使用

Windowsファイアウォール

測定器は、Windowsファイアウォールを有効にした状態で出荷されます。
Windowsファイアウォールのステータスの確認は、コントロールパネルの
Windowsファイアウォールから、システムおよびセキュリティをクリックす
ることで行えます。

測定器がネットワークで正しく動作できるように、プログラムとポートに対
するWindowsファイアウォールの例外が追加されています。これらの設定を
変更すると、測定器が正しく動作しないおそれがあります。

自動更新
測定器のWindowsオペレーティング・システムの保護を確実にするために、
Microsoftでは、最新の重要なWindows更新を常に取得することを推奨してい
ます。測定器にインターネット・アクセスがある場合、測定器のデフォルト
設定により、重要なWindows更新は自動的に確認され、通知されます。

Microsoft自動更新の設定は変更できます。自動更新を行わないように選択す
ることができます。ただしこの場合は、定期的に手動でWindowsを更新する
必要があり、Internet Explorerにアクセスしてツール・メニューからWindows 
Updateを選択することで実行できます。

Windows Updateのダウンロードとインストールは、ネットワークとCPUを集中 
的に使用します（測定器の性能に影響を与えます）。Windows Updateによって 
は、測定器が自動的にリブートされることがあります。測定器を通常利用して
いないときに、Windows Updateを実行することを推奨します。
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ウイルス防護
測定器にはウイルス対策ソフトウェアが付属していません。推奨するウイルス
対策ソフトウェアの詳細については、以下のWebサイトを参照してください。

http://www.keysight.com/find/x-series
 
上記サイトにて、テクニカルサポートの「よくある質問 (FAQ)」を選択して 
ください。

スパイウェア防護
測定器にスパイウェア対策ソフトウェアはインストールされていません。こ
のことは、測定器をインターネットのブラウズに多用しなければ、問題には
なりません。測定器にスパイウェア対策ソフトウェアをインストールする
と、測定器の性能に影響を与えるおそれがあります。

ウイルス対策ソフトウェアをインストールすると、測定器の性能にいくらか影
響が生じます。
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システム保守

バックアップ
定期的なバックアップ対策の使用を推奨します。社内のIT部門で、測定器と
データに適したバックアップ対策がすでにとられている可能性があります。
Instrument Recovery Systemを定期的なバックアップ対策と併用すると、測  
定器データの完全な回復が可能になります。

Windowsには、ディスク・ドライブの故障に備えてファイルとフォルダを
アーカイブしておくためのバックアップ・ユーティリティが備わっていま
す。このユーティリティの詳細については、Windowsヘルプとサポートセン
ターを参照してください。サードパーティのバックアップ・ユーティリティ
を使用することもできます。ただし、このサードパーティ・ソフトウェアが
測定器のシステム・ソフトウェアと互換性があることを確認する必要があり
ます。詳細については、「ソフトウェアのカスタマ・インストール」（40ペー
ジ）を参照してください。

バックアップを実行する際には、ネットワークまたは測定器のUSBコネクタ
に接続された外部ストレージ・デバイスにデータをバックアップすることを
推奨します。また、バックアップは、測定器の全体の性能に影響を与えるお
それがあるため、測定器を通常の操作に使用していないときに実行してくだ
さい。

システムの復元
Windowsには、システムを前の時間ポイントまで復元する機能が含まれてい
ます。システムの復元は、Microsoftが提供するデフォルト設定で有効になり
ます。ただし、システムの復元が常に100%成功するとは限りません。この
ため、測定器のバックアップ対策として、システムの復元は推奨方法ではあ
りません。システムの復元に対しては、復元の成功を検証するテストが行わ
れていません。

ディスク・デフラグ
測定器は、SSD（ソリッド・ステート・ドライブ）を搭載しています。ディ
スクのデフラグを行うことは推奨しません。 
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USB接続
すべてのUSBポートは、USB 2.0／3.0および1.1仕様と互換性があります。フ 
ロントパネルの3個のUSBポート（下の図を参照）とリアパネルの3個のUSB
ポートが、USB Series "A"ポートです。これらのポートに、USBマス・スト  
レージ・デバイスとプリンタを接続できます。測定器のUSBホスト・サポー
トには、ヒューマン・インタフェース・デバイス、マス・ストレージ・デバ
イス、印刷デバイス、スキャンおよびイメージング・デバイス用のMicrosoft
Windows標準USBドライバが含まれています。WindowsのUSBクラス・ドラ
イバのサポートの詳細な最新リストは、MicrosoftのWebサイトで入手できます。

リアパネルの四角のUSBポート（下の図を参照）は、USB 3.0 Series "B"ポー   
トで、USB経由での測定器の制御に使用されます。測定器のプログラミング
に役立つ情報が、『Xシリーズのプログラマーズガイド』に記載されていま
す。測定器ソフトウェアに含まれる測定器USBデバイス・ドライバは、電子
計測業界標準USBTMC-USB488デバイス・クラスをサポートします。

さらに、測定器に付属の IO Libraries CDには、USBバスに接続されたその他  
の測定器を制御できるUSBホスト・ドライバが含まれています。

サードパーティからの追加USBドライバを測定器にインストールした場合、
Keysight Technologiesは測定器の正しい動作をサポートおよび保証しませ 
ん。追加ドライバによって正常なUSB動作が中断する可能性があります。USB
動作が中断した場合は、Instrument回復プロセスを使用して測定器アプリ
ケーションの再インストールを行う必要があります。
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ディスク・ドライブの分割と使用
ディスク・ドライブは3つのセクションにパーティション分割されています。
C: 、D: 、およびE: ドライブです。

— C:パーティションは、Windows 7オペレーティング・システムおよび 
Keysightがインストールしたソフトウェアが格納されています。これは、
オープン・システムです。すなわち、追加ソフトウェアをインストール
できます。追加ソフトウェアはC:ドライブにインストールします。ただ
し、Keysight測定ソフトウェアとの併用についてテスト済みのソフトウェ
ア・アプリケーションは、限定されています。その他のソフトウェアの
インストールや使用については保証されません。測定ソフトウェアの動
作を阻害するおそれがあります。測定器の修理が必要になった場合、
KeysightバージョンのC:ドライブが、Instrument Recoveryプロセスによっ 
て復元される測定器ソフトウェアの唯一の部分です。測定器に追加した
その他のソフトウェアは、再びロードしなければなりません。

— D:パーティションは、データ・ストレージ用にリザーブされています。 
Keysightが設定した各ユーザー・アカウントは、D:ドライブにマッピング
された各自のMy Documentsフォルダを持ちます。これにより、測定デー 
タのバックアップが容易になります。D:ドライブのデータは、常に外部デ
バイスにバックアップしてください。こうすると、ディスク・ドライブ
の交換が必要になった場合にデータを復元できます。

— E:パーティションは、Keysightが使用するためにリザーブされています。
E:ドライブの主要な使用目的は、校正データとアライメント・データの格
納です。このドライブのファイルを変更および上書きしないでください。
測定器が仕様に適合しなくなるだけでなく、正しく機能しなくなる可能
性もあります。このドライブをデータ・ストレージに使用しないでくだ
さい。出荷時の工場校正データのバックアップ・ユーティリティを使用
して、このドライブの中身もバックアップすることを推奨します。

工場校正データのバックアップ
出荷時の工場校正データをバックアップするには、USBストレージ・デバイ
スが必要です。 

表 3-4 

ステップ 注記

1. System、Alignments、
Backup/Restore Align Data...を
押します。

バックアップを完了するために測定器を
シャットダウンしてくださいという、以下の
情報を通知するウィンドウが表示されます。
"Press OK to force shut down and 
proceed.Press Cancel to exit."
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2. OKを選択します。 以下のAlignment Data Wizardウィンドウが表示 
されます。

3. 画面の指示に従って、校正データを
USBドライブにバックアップし、
ファイルを保存します。

デフォルトの保存先は、内
蔵のSDフラッシュ・カード
ですが、別の保存先を指定
できます。

表 3-4 

ステップ 注記
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ディスク・ドライブ回復プロセス
Instrument Recovery Systemは、測定器のC:ドライブ・パーティションのエ  
ラー修復、またはディスク・ドライブ上のシステム・ソフトウェアの元の工
場設定の復元に使用できます。Instrument Recovery Systemは、個別の非表  
示ディスク・ドライブ・パーティションにストアされています。

ディスク・ドライブのエラーを修復すると、データやファイルが失われる可
能性があります。詳細については、Windowsヘルプとサポートセンターの
chkdskドキュメントを参照してください。

元の工場システム・ソフトウェアを復元しても、以下のアイテムは復元され
ません。

— 測定器の工場出荷後にインストールされた追加ソフトウェア。（したがっ
て、Instrument Recoveryを実行すると、測定器の工場出荷後にインストー 
ルしたソフトウェアは、すべて再インストールする必要があります）。

— 測定器の工場出荷後に設定したシステム構成（例：ユーザー・アカウン
ト、ウィンドウの構成設定など）。（したがって、Instrument Recoveryを実 
行すると、構成設定に行った変更を再び行う必要があります。）

— Instrument Recoveryは、C:パーティションの中身を上書きします。D:パー 
ティションおよびE:パーティションは、影響を受けません。

定期的なバックアップ対策の使用を推奨します。社内のIT部門で、測定器と
データに適したバックアップ対策がすでにとられている可能性があります。
Instrument Recovery Systemを定期的なバックアップ対策と併用すると、測  
定器ソフトウェアとデータの完全な回復が可能になります。
表 3-5 回復プロセス

ステップ 注記

1. 測定器がオフになっていることを
確認します。

2. 測定器をオンにします。

— 下矢印キーを押して強調表示を
Instrument Recovery Systemに移動
してから、Enterキーを押します。

Keysight Technologies画面が表示された後 
に、下の図の画面が5秒間、表示されます。
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3. Instrument Recovery Systemが起動
したら、画面の指示に従ってC:ドラ
イブのイメージを回復します。

— 回復プロセスを選択するために、 
2を押してから、Enterキーを押し 
ます。

4. 警告メッセージが表示されます。

— Enterキーを押して回復プロセスを
開始します。プロセスの完了には、
最大25分かかります。

表 3-5 回復プロセス

ステップ 注記
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ソフトウェアの更新
以下の2通りの方法のいずれかを選択します。

— 最新のソフトウェア・バージョンをインストールする場合は、ソフトウェ
アとインストールの説明書を以下より入手可能です。 
http://www.keysight.com/find/xseries_software

— 回復したソフトウェア・バージョンを再インストールする場合は、以下
の方法に従います。

以下の手順で、測定器ソフトウェアのコピーをロードします。これは、測定
器の各種プログラマブル・ゲート・アレイに常駐するプログラムコードと、
復元したシステム・ソフトウェアとを同期させるためです。

5. この部分の回復プロセスが完了し
たら、Enter キーを押して終了しま
す。測定器が再起動します。

表 3-5 回復プロセス

ステップ 注記

より直近の作業状態にシステムを完全回復するには、さらに追加の回復ステッ
プが必要です。これには、アプリケーションやデータの再インストール、シス
テムのカスタマイズ、ユーザー独自の測定器設定バックアップの復元といった
作業が伴います。

表 3-6 ソフトウェアのインストール

ステップ 注記

1. デフォルト・ユーザーからのログアウト
（測定器）：

— Startを選択し、Shut downのドロップダウン・メ 
ニューからLog Offを選択します。

2. ログインの入力を促す画面：

— ユーザー名：administrator

— パスワード：Keysight4u!

3. Cドライブに移動：

— Start、My Computer、C:Driveをクリックし、 
Tempフォルダを開きます。

4. 以下のソフトウェア・インストーラ・プログラ
ムを見つけます：
“XSA_Installer_A.XX.XX.exe”

http://www.keysight.com/find/xseries_software
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5. このインストーラ実行ファイルをダブルクリッ
クします。

インストーラの開始に1～2分
かかる場合があります。

6. ファイル抽出のプロセスを示すウィンドウが表
示されます。

抽出プロセスの表示中に、少
しの間、アクティビティが画
面上に反映されないことがあ
ります。また少しの間、コン
ピュータのデスクトップ・ス
クリーンが表示される場合が
あります。

7. 画面の指示に従ってインストールを続けてくだ
さい。

画面に「Programming FPGAs...Do NOT turn off power   
to the instrument」（FPGAをプログラミング中...測定器の電源  
を絶対に切らないでください）というメッセージが表示されたら、
必ずその指示に従い、いかなる理由でもこの時点で測定器の電源
を切らないでください。このプロセスが中断されると、ほとんど
の場合、修理のために測定器をKeysightサービス・センターに返送
していただくことになります。

インストールのプロセスには、最大45分かかります。測定器の電
源を切らないでください。深刻な機器の損傷をもたらすおそれが
あります。ウィンドウが表示された場合は、OKまたはIgnoreをク
リックしてプロセスを続行します。

8. インストールが完了したら、Yes, I want to
restart my computer now, Finishを選択し
ます。

9. この新たにインストールされた Xシリーズ測定
器ソフトウェアのバージョンは、測定器の再起
動後に実行されます。

表 3-6 ソフトウェアのインストール

ステップ 注記
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最新バージョンの測定器ソフトウェアは、Webサイト 
http://www.keysight.com/find/xseries_softwareより入手可能です。

より直近の作業状態にシステムを完全回復するには、さらに追加の回復
ステップが必要です。これには、アプリケーションやデータの再インス
トール、システムのカスタマイズなどを含め、ユーザー独自の測定器設
定バックアップを復元する作業が伴います。

http://www.agilent.com/find/xseries_software
http://www.agilent.com/find/xseries_software
http://www.agilent.com/find/Xseries_software
http://www.agilent.com/find/xseries_software
http://www.agilent.com/find/xseries_software
http://www.keysight.com/find/xseries_software
http://www.keysight.com/find/xseries_software
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Keysight Xシリーズ・シグナル・アナライザ
N9040B、 N9030B、 N9020B、 N9010B、 N9000B

入門／トラブルシューティング・ガイド

4 Windowsツールの使用

「マウスがない場合のWindowsの移動」（66ページ）

「リモート・デスクトップ：Xシリーズ・シグナル・アナライザのリモート
使用」（67ページ）

「内蔵Webサーバ：Xシリーズ・シグナル・アナライザのリモート使用」（75
ページ）

「Windowsのショートカットおよびその他のタスク」（84ページ）

このセクションで説明している機能は、Microsoft Windows 7の機能です。  
以下の説明は、これらの機能を測定器で使用するための指針を示します。
詳細については、Windows 7のヘルプ・ドキュメントを参照してくださ 
い。ご使用のWindowsバージョンがこれらの指示に対応していない場合が
あります。
これらの機能をフル活用するには、外部キーボードとマウスが必要です。
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マウスがない場合のWindowsの移動

マウスがない場合のWindowsの移動

表 4-1 

キーを押す 操作

Esc Windowsダイアログ・ボックスを終了し、閉じます（アプリケーショ
ン・ウィンドウは終了しません）。

Enter 現在の「デフォルト動作」を実行します。メニュー項目またはボタ
ンが強調表示されている場合、Enterキーを押すとそのメニュー項目
またはボタンがアクティブになります。

Alt アクティブなウィンドウのプルダウン・メニュー・バーにフォーカ
ス／コントロールを移動します。

右向き矢印 プルダウン・メニューで： 1つ右のメニューを開くか、サブメニュー 
を開きます。

ダイアログ・ボックスで： オプション・ボタンを選択します。

左向き矢印 プルダウン・メニューで： 1つ左のメニューを開くか、サブメニュー 
を開きます。

ダイアログ・ボックスで： オプション・ボタンを選択します。

上向き矢印 プルダウン・メニューで：メニューの1つ上にある選択に移動します。

ダイアログ・ボックスで： オプション・ボタンを選択します。

下向き矢印 プルダウン・メニューで：メニューの1つ下にある選択に移動します。

ダイアログ・ボックスで： オプション・ボタンを選択します。

Tab ダイアログ・ボックスで： 次／前のフィールドに移動します。

Del 現在選択されているアイテムを削除します。

Alt + Tab 次／前のアプリケーション間を切り替えます。

Alt + Enter 現在選択されているアイテムのプロパティを表示します。

Alt + Esc アイテムを開いた順番で巡回します。

BackSpace マイコンピュータまたはWindowsエクスプローラで： 1つ上のレベル 
に移動します。

Internet Explorerで： BACK矢印キーと同様に機能します。

Ctrl + 左矢印 一度に1ワードずつ左に移動します。

Ctrl + 右矢印 一度に1ワードずつ右に移動します。

Ctrl + Tab ダイアログ・ボックスで： 次／前のタブ位置に移動します。

Ctrl + Esc Windowsのスタート・メニューを開きます。

Ctrl + Alt + Delete Windowsタスク・マネージャを選択できるウィンドウを開きます。
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リモート・デスクトップ：Xシリーズ・シグナル・アナライザのリ
モート使用

測定器のリモート制御のために、Windowsのリモート・デスクトップを推奨
します。すべて対話形式で制御するので、測定器を直接制御するのとほぼ同
じです。内蔵Webサーバのインタフェースを使用して、測定器をリモート制
御することも可能です。内蔵Webサーバ機能は、測定器へのログインが不要
な通信方法を提供します。ただし、応答時間が低速になるため、測定器の制
御を必要としないセットアップやデータ交換だけに使用してください。

この機能をフルに活用するには、外部キーボードとマウスが必要です。

リモート・デスクトップ操作の概要
測定器のリモート・デスクトップ機能を使用すると、測定器の前に座ってい
るかのように、リモート・コンピュータから測定器を制御したり、測定器と
対話したりすることができます。

測定器をリモート接続用に設定し、別のコンピュータをリモート・デスク
トップ・ホストとして機能するように設定すれば、リモート・コンピュータ
から測定器にコマンドを送信して、リモート・コンピュータの画面上に測定
器の画面を表示することができます。

このセクションでは、リモート接続用の測定器の設定方法を詳細に説明しま
す。さらに、Microsoft Windowsをリモート・デスクトップ・ホストとして実 
行するコンピュータのセットアップ方法についても説明します。

リモート・デスクトップ機能は、Microsoft Windows 7の機能の1つです。以下の 
説明は、これらの機能を測定器で使用するための指針を示しています。詳細につ
いては、Windows 7のヘルプ・ドキュメントを参照してください。Windowsの進 
化に伴って、これらの指示が正確でなくなっている場合もあります。
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リモート・デスクトップ操作のセットアップ

図 4-1 リモート・デスクトップ操作の基本的なセットアップ

リモート・コンピュータのセットアップ
セットアップするリモート・コンピュータがWindows 7を実行しているか、 
別のバージョンのMicrosoft Windowsを実行しているかによって、手順は異な 
ります。

この操作を実行するには、測定器に対する管理者レベルのアクセス権が必要です。

表 4-2 リモート・デスクトップ接続のセットアップ

ステップ 操作

1. 測定器で、Windowsのコントロール
パネルを開きます。

— 測定器のアプリケーションから、
System、Control Panelを押し 
ます。 

2. システム機能を選択します。 — [パソコンの設定を調整 ] メニューか 
ら、システムをクリックします。 

3. リモートの設定にアクセスします。 — コントロールパネル・ホームのウィ
ンドウで、Remote settingsを選択 
します。 

4. リモートのオプションを選択します。 — [リモート] タブの [リモート デスク 
トップ] セクション内で、適切な 
チェックボックスをクリックします。

5. ユーザーを追加するには — Select Users、Addをクリックし 
ます。

6. 画面に表示される手順に従います。
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Windows 7を実行するリモート・コンピュータ

Windows 7にはリモート・デスクトップ接続クライアント・ソフトウェアが 
含まれているので、追加のセットアップは不要です。

別のバージョンのWindowsを実行するリモート・コンピュータ

Windowsのバージョンに関係なく、リモート・デスクトップ接続用のクライ
アント・ソフトウェアをインストールして実行することができます。ただし、
クライアント・ソフトウェアが含まれているWindows のインストール
CD-ROMを用意する必要があります。

測定器のコンピュータ名の検索方法
リモート・コンピュータを測定器に接続するには、「コンピュータ名」が必
要です。コンピュータ名を表示するには、以下の手順を実行します。

以下の手順は、Microsoft社が提供するソフトウェアと関連があります。Keysight
は、このようなソフトウェアの操作に関しては保証しません。以下に説明する手
順は、将来、Microsoft社によって変更される場合があります。

表 4-3 クライアント・ソフトウェアのインストール

ステップ 注記

1. 初期画面が表示されたら、Perform
additional tasksをクリックします。

2. What do you want to do?画面から、     
[リモート・デスクトップ接続をセッ
トアップする]をクリックします。

リモート・デスクトップ接続
InstallShieldウィザードが表示さ 
れます。 

3. Nextをクリックします。 ウィザードの画面上の指示に従い 
ます。

4. インストールしたソフトウェアにアク
セスするには、 Start > All Programs >
Accessories > Communications >
Remote Desktop Connectionをク
リックします。

表 4-4 Keysightアプリケーションからの名前の検索

ステップ 注記

測定器のフロントパネルのSystem、
Show、Systemを押します。

各種パラメータのリスト・ページが表
示されます。測定器のコンピュータ名
は、「Computer Name」の横のリストに 
示されます。 
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リモート・デスクトップ・セッションの実行

リモート・デスクトップ・セッションの初期化

「リモート・デスクトップ操作のセットアップ」（68ページ）の説明に従って
リモート・コンピュータをリモート・デスクトップ接続用にセットアップし
たら、いつでもリモート・デスクトップ・セッションを開始できます。

表 4-5 Windowsのデスクトップからの名前の検索（マウスを使用）：

ステップ 注記

1. Start、Control Panelをクリックし
ます。

2. Systemをダブルクリックします。 コンピュータ名は、コンピュータの名
前、ドメイン、およびワークグループ
設定セクション内にリスト表示され
ます。

リモート・デスクトップ・セッションを初期化するには、測定器の「コンピュー
タ名」が必要です。

表 4-6 セッションの開始

ステップ 注記

1. Start > All Programs > Accessories >
Communications > Remote
Desktop Connectionをクリック
します。

リモート・デスクトップ接続ダイアログが
表示されます。

2. 測定器のコンピュータ名を入力します。

3. 接続をクリックします。 ログイン・ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。

4. ログイン・アカウント名とパスワード
を入力します。

デフォルトのアカウント名は Instrument、
デフォルトのパスワードはmeasure4uで
すが、これらのパラメータは測定器のユー
ザーが変更できます。
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リモート・コンピュータの画面上に測定器の画面が表示されます。測定器を
リモートで使用している場合は測定器のフロントパネル・キーを使用できな
いため、フロントパネル・キーの機能を実行する別の3つの方法を用いるこ
とができます。

Windowsリモート・デスクトップのオプション

測定器にリモート・ログインできるのは、現在のユーザーまたは管理者だけです。
測定器の現在のユーザーを確認するには、スタート・メニューに現在のユーザー
名が表示されるまで、測定器のCtrl+Escを押します。測定器に現在ログインして
いるユーザーがいない場合は、測定器の正規ユーザーであればリモート・ログイ
ンできます。

表 4-7 リモート・デスクトップのオプション設定

ステップ 注記

1. リモート・デスクトップ接続
メニューから、Optionsをク
リックします。

オプション・ダイアログにはタブがいくつか
あります。通常は、デフォルト設定であれば
問題ありません。 

2. Generalタブのコンピュータ
名、ユーザー名、ドメイン名
が正しく設定されていること
を確認します。 

Save my passwordボックスをクリックして
パスワードを入力し、その後のセッション用
に保存することもできます。
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3. Displayタブをクリックします。

— Remote desktop size 
では、表示する測定器の
画面のウィンドウ・サイ
ズを選択することがで
きます。測定器のフロン
トパネル表示より小さ
いサイズを選択しない
でください。測定器のフ
ロントパネル表示より
小さいリモート・デスク
トップ・サイズを選択す
ると、測定器の画面がフ
ル表示されず、一部の項
目が見えなくなります。
このような場合には、ス
クロール・バーが表示さ
れないので、画面の一部
にアクセスできなくな
ります。

— Colorsでは、16ビットに
設定します。これ以上の
色設定（32ビットなど）
を選択すると、色の透明
度が有効になるため、ご
使用のリモート・デスク
トップのウィンドウの外
観が、測定器の画面と異
なる可能性があります。

表 4-7 リモート・デスクトップのオプション設定

ステップ 注記
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4. Local Resourcesタブをク
リックします。

— Disk Drivesチェック
ボックスを選択すると、
リモート・デスクトッ
プとローカルPCとの間
でデータ転送が可能に
なります。 

— データを転送するには、
リモート・コンピュータ
のタスクバーにあるス
タートをクリックして
から、My Computerをク 
リックします。リモート・
コンピュータの画面に
Windowsエクスプローラ
が開き、リモート・コン
ピュータとローカル・コ
ンピュータの両方のドラ
イブが表示されます。こ
れで、2つのディスク・ド
ライブ間をコピー/貼り付
けすることができます。

5. Experienceタブをクリックし
ます。

リモート・デスクトップ・セッションのパフォー
マンスを最適化するには、ドロップダウン・リス
トから適切な接続フォーマットを選択します。

表 4-7 リモート・デスクトップのオプション設定

ステップ 注記
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リモート・デスクトップ・セッションの終了
測定器からリモート・コンピュータを切断し、セッションを終了する方法は
2通りあります。

表 4-8 

ステップ 注記

1. Xをクリックしてから、OKをクリック
します。

全画面表示の場合、Xはウィンドウの中央
上部に表示されます。

全画面表示でない場合、Xはウィンドウの
タイトル・バー右側にある赤いボックスに
表示されます。

または

2. リモート・デスクトップが全画面表示
の場合は、カーソルをウィンドウの左
下に移動します。

— Start、Disconnectをクリック
します。

— Disconnectをクリックします。

切断するかどうかを確認するダイアログ
が表示されます。
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内蔵Webサーバ：Xシリーズ・シグナル・アナライザのリモート使用
測定器は、内蔵WebサーバまたはWindowsリモート・デスクトップを使用し
て制御することができます。内蔵Webサーバは、測定器のユーザー・アカウ
ントにログインしたくない場合に最適です。これにより、現在のユーザーを
ログオフしなくても、表示を見たり、測定器を制御することができます。複
数のユーザーが同時に接続することはできません。

UXA用のWebサーバは、1秒間に何度も更新され、フロントパネルを使えな
いリモート・デスクトップよりも利点があります。

UXA用の内蔵Webサーバのサポート対象ブラウザ 
（ここに記載のバージョンまたはそれ以降）

インターネット経由での測定器へのアクセス 

インターネットとWorld Wide Web、またはローカル・インターネット経由  
で、内蔵のWebサーバ機能を使用して、測定器にアクセスして制御すること
ができます。このセクションでは、この機能の使用方法を詳細に説明します。

Windowsのリモート・デスクトップ機能を使用して、測定器にアクセスし、
制御することも可能です（詳細については、「リモート・デスクトップ：X
シリーズ・シグナル・アナライザのリモート使用」（67ページ）のセクショ
ンを参照してください）。

測定器に内蔵されているサーバ機能は、LXI (LAN eXtensions for Instrumentation) 
規格に準拠しています。 

Webコントロールでは、ドラッグ操作は機能しません。一方、リモート・
デスクトップでは有効です。

IE Chrome Safari Firefox iOS Safari Chrome 
(Android)

11 35 8 34 8 39

LANから測定器にアクセスするには、ホスト名（またはIPアドレス）が必要です。
測定器の画面からこの情報を検索する方法の詳細については、「測定器のコン
ピュータ名の検索方法」（69ページ）を参照してください。
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表 4-9 測定器へのアクセス

ステップ 注記

1. 測定器のホスト名またはIPアドレ
スに対応するURLを入力します。

この機能は、Internet Explorerを 
使用している場合にのみフル
サポートされています。

この例では、ホスト名は
「a-n9040b-00104」です。

接続が確立
すると、 
初期ページ
が表示され
ます。

2. Ad vanced information about
this Web-Enabled Keysight
MXAをクリックします。

詳細な設定と構成情報が表示されます。
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表示された
ページの左
側にはタブ・
セットがあ
り、測定器
の構成情報
にアクセス
したり、Web
インタ
フェース経
由で制御す
ることがで
きます。 

表 4-9 測定器へのアクセス

ステップ 注記

表 4-10 View & Modify Configurationタブの選択

ステップ 注記

1. View & Modify Configuration
をクリックします。

この操作により、Webページが表示されます。こ
のページには、測定器に現在割り当てられている
IPアドレスとその他のTCP/IPパラメータが表示さ
れます。
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2. Modify Configurationをクリッ
クします。 

パスワード入力ダイアログ表示されます。

出荷時のデフォルトでは、このパスワードは
「measure4u」に設定されています。このパス
ワードは、後でユーザーが変更することもでき
ます。（パスワードを変更するには、測定器のフ
ロントパネルのSystem、I/O Config、Reset 
Web Passwordを押します）。

正しいパスワードを入力すると、構成変更用の
Webページが表示されます。

3. 必要に応じて新しい設定を入力
し、Applyをクリックすると、新
しい設定が有効になります。 

Applyをクリックする前にUndo Changes ボタン 
を使用すると、すべての設定を前の値に戻すこと
ができます。 

表 4-10 View & Modify Configurationタブの選択

ステップ 注記
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Web Control SAタブへのアクセス
このタブを選択すると、測定器をWebサーバ経由で表示、制御、対話する
ことができます。

表 4-11 

ステップ 注記

1. Web Control SAをクリックし
ます。

パスワード入力ダイアログ表示されます。

出荷時のデフォルトでは、このパスワードは
「measure4u」に設定されています。このパスワー
ドは、後でユーザーが変更することもできます。
（パスワードを変更するには、測定器のフロント
パネルのSystem、I/O Config、Reset Web 
Passwordを押します）。

正しいパスワードを入力すると、測定器制御用の
Webページが表示されます。

測定器の画面を表示するには、測
定器のアプリケーションを実行
していなければなりません。
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Get Dataタブの選択
Get Dataタブを選択すると、測定器で現在アクティブ状態にある測定の結果 
を取得することができます。現在の測定タイプに応じて、取得結果はトレー
ス・データまたは測定結果のいずれかで構成されます。

取得したデータは、CSVファイル（カンマ区切りによる値）形式としてフォー
マットされるため、クライアント・コンピュータのディスク・ドライブに保
存したり、Microsoft Excelなどのスプレッドシート・アプリケーションで開 
いたり、Microsoft Accessなどのデータベース・アプリケーションに読み込む 
ことができます。

代表的なデータ取得用のWebページ画面を以下に示します。

現在実行中の測定が選択した結果タイプに対応していない場合、このWeb
ページは次のように表示されます。

Webサーバを使ってデータを取得するには、測定器のアプリケーションを実行し
ていなければなりません。
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Get Imageタブの選択
Get Imageタブを選択すると、測定器の画面をキャプチャすることができます。

イメージはPNG (Portable Network Graphics) ファイルとしてデフォルト・
ファイル名Screen.pngでキャプチャされます。画像ファイルは、クライ
アント・コンピュータのディスク・ドライブに保存したり、Windowsのク
リップボードにコピーすることができます。

代表的なスクリーン・キャプチャ・イメージを以下に示します。

Webサーバを使って画面イメージをキャプチャするには、測定器のアプリケー
ションを実行していなければなりません。
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SCPI Telnetタブの選択
SCPI Telnetタブを選択すると、測定器とクライアント・コンピュータとの間 
でTelnetセッションが開始します。SCPIアクセス用の測定器のTCP/IPポート
は5023です。

SCPI Telnetセッションを実行するには、測定器のアプリケーションを実行してい 
なければなりません。

表 4-12 

ステップ 注記

1. SCPI Telnetをクリックし
ます。

パスワード入力ダイアログ表示されます。

出荷時のデフォルトでは、このパスワードは
「measure4u」に設定されています。このパスワー
ドは、後でユーザーが変更することもできます。
（パスワードを変更するには、測定器のフロント
パネルのSystem、I/O Config、Reset Web 
Passwordを押します）。

正しいパスワードを入力すると、接続ウィンド
ウが表示されます。

2. SCPI Telnet Sessionをク
リックします。

Telnet コマンド・ライン・インタフェースが表示 
されます。
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Helpタブの選択
Helpタブを選択すると、以下のように、他の各タブに関する基本的なヘル
プ情報と性能に関するヒントが表示されます。

コマンド・ライ
ン・インタフェー
スを使用して、
SCPIコマンドや問
合せを入力するこ
とができます。 

3. Telnetセッションを終了す
るには、クライアント・コ
ンピュータのキーボードの
Ctrl+]を押します。

表 4-12 

ステップ 注記
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Windowsのショートカットおよびその他のタスク
このセクションでは、マウスやキーボードが接続されていない測定器を操作
する場合に有用なWindowsのショートカット（キーの組み合わせ）をリスト
します。（「マウスがない場合のWindowsの移動」（66ページ）も参照してく
ださい。）これらのショートカットはすべてのWindows 7システムで使用でき 
ますが、通常は、マウスやキーボードが接続されている場合には使用されま
せん。

Windowsのショートカット（キーの組み合わせ）
マウスやキーボードが接続されていない測定器を使用する場合は、以下のフ
ロントパネル・キーの組み合わせを用いて、基本的なWindowsのタスクを実
行することができます。

表 4-13 Windowsのショートカット・キーの組み合わせ

以下のタスクを行うには： 以下のキーを押します：

Windowsのスタート・メニューを表示する Ctrl + Esc

すべてのオープン・アプリケーションを順次切り替
える

Alt + Tab

メニュー・バーの最初のメニューを選択する Alt

メニューの見出し内を順次移動する 左向き矢印、 右向き矢印

メニュー（ドロップダウン）を開く 下向き矢印

展開メニュー内の項目を順次移動する 上向き矢印、 下向き矢印

現在のメニュー選択を閉じる Esc

現在のメニュー・バー選択をキャンセルする Alt

アプリケーションのコントロール・メニューを開く
（通常は、メニュー・バーの左端のメニューで、ファ
イルで始まる）

Alt + 下向き矢印

ダイアログで：タブ間を移動する Ctrl + Tab

ダイアログで：ダイアログ・ボックスの項目内を順
方向に移動する

Tab

ダイアログで：ダイアログ・ボックスの項目内を逆
方向に移動する

Shift + Tab

ダイアログで：リスト・ボックスを開く Alt + 下向き矢印

ダイアログ・リスト・ボックスまたはチェックボッ
クスで：一度に1つずつの項目を選択する／選択を解
除する

Shift + 上向き矢印、 Shift + 下
向き矢印
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Windowsタスクバーを自動的に隠す機能
測定器のアプリケーションを使用する際、Windowsのタスクバーは、常に
「自動的に隠す」モードでなければなりません。タスクバーが自動的に隠す
モードに設定されていない場合、測定器の画面の下側部分がタスクバーで覆
い隠されてしまいます。 

Windowsのタスクバーを固定表示のモードに設定してしまった場合は、いつ
でも以下の手順により、自動的に隠すモードに戻すことができます。

マイ コンピュータで、選択したフォルダの階層を表
示する

Enter

マイ コンピュータで、現在のフォルダの1つ上のレ
ベルのフォルダを開く

BackSpace

表 4-13 Windowsのショートカット・キーの組み合わせ

以下のタスクを行うには： 以下のキーを押します：

表 4-14 タスクバーを自動的に隠すモードに戻す方法

ステップ 注記

1. Start、Control Panelをクリック
します。

マウスを使用していない場合は、
Ctrl + Escを押します。

2. Taskbar and Start Menuをクリックし
ます。

マウスを使用していない場合は、
「Windowsのショートカット
（キーの組み合わせ）」（84ペー
ジ）のセクションに指定されている
ショートカット・キーの組み合わせを
使って、これらの選択を実行します。

3. Taskbarタブをクリックします。 タスクバーと [スタート] メニューの
プロパティ・ダイアログが表示され
ます。

4. Auto-hide the taskbarのチェックボッ
クスを選択します。

マウスを使用していない場合は、
「自動的に隠す」オプションが選択
されるまでTabを繰り返し押し、
Selectを押して、チェックボックス
の状態を切り替えます。
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5. OKをクリックします。 これにより、変更が適用され、ダイ
アログが閉じます。

表 4-14 タスクバーを自動的に隠すモードに戻す方法

ステップ 注記
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Keysight Xシリーズ・シグナル・アナライザ
N9040B、 N9030B、 N9020B、 N9010B、 N9000B

入門／トラブルシューティング・ガイド

5 トラブルシューティング

「基本的な確認」（88ページ）

「Microsoft Windows 7関連の問題」（91ページ）

「サービスのためのアナライザの返送」（92ページ）

本器内部にはオペレータによるサービスが可能な部分はありません。サービスは
サービスマンにご依頼ください。感電事故防止のため、カバーは外さないでくだ
さい。
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トラブルシューティング
基本的な確認

基本的な確認
— コンセントに電力が供給されていますか？ 

— アナライザの電源は投入されていますか？電源スイッチの隣の緑のLEDが
点灯しているかどうかを確認してください。また、アナライザ内部の冷却
ファンが動作しているかどうかを動作音でご確認ください。 

— 他の機器、ケーブル、コネクタをシグナル・アナライザとともに使用し
ている場合は、それらが正しく接続されていること、正しく動作してい
ることをご確認ください。 

アナライザがオペレーティング・システムのロードまたは実行を完了で
きない場合、あるいは測定アプリケーションが正常に起動しない場合は、
ディスク・ドライバが破損している可能性があります。アナライザが
"Instrument Recovery System"の実行に必要なブート・プロセスまで動作  
する場合は、60ページに記載の「ディスク・ドライブ回復プロセス」を
実行してください。 

— 測定アプリケーションは動作していますか？動作していない場合は、デ
スクトップ上のソフトウェア起動のショートカット／アイコンを使用し
てみてください。

— 測定器アプリケーションがフォーカスされていますか？フォーカスされ
ていない場合は、Alt-Tabを使用してアプリケーションにフォーカスを移
動します。

— 問題が最初に発生したときに行った測定手順を見直してください。すべ
ての設定は正しいですか？ 

— アナライザが予期したとおりに動作しない場合は、Mode Presetを押して 
アナライザを既知の状態に戻してください。

— 実行中の測定と、期待される結果は、アナライザの仕様と性能の範囲内
ですか？ 

アナライザの仕様ガイドを参照してください。 

http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/N9040-90002.pdf

http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/N9030-90089.pdf

http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/N9020-90276.pdf

http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/N9010-90071.pdf

http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/N9000-90035.pdf

アナライザの設定の中には、プリセットの影響を受けないものがあります。アナ
ライザの設定をリセットするには、System、Power On、Restore Power On   
Defaultsを押してください。

http://www.keysight.com/find/cxa_specifications
http://www.keysight.com/find/cxa_specifications
http://www.keysight.com/find/cxa_specifications
http://www.keysight.com/find/cxa_specifications
http://www.keysight.com/find/cxa_specifications
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技術マニュアルのpdfファイルは、測定器に付属しているドキュメンDVD、
または以下のKeysightのWebサイトから入手できます。 

http://www.keysight.com/find/uxa_manuals

http://www.keysight.com/find/pxa_manuals

http://www.keysight.com/find/mxa_manuals

http://www.keysight.com/find/mxa_manuals

http://www.keysight.com/find/cxa_manuals

— アナライザがLAN接続で通信しない場合は、リアパネルのLANコネクタの
LEDが黄色く点滅しているかどうかをご確認ください。ACT LEDが点滅し 
ていない場合は、LANケーブルとLAN構成をご確認ください。

— 仕様を満たすには、アナライザを調整する必要があります。Auto Align (On)  
機能を選択するか（System、Alignments、Auto Alignを押し、Normalを 
選択する）、アナライザを手動で調整する必要があります。 

— アライメントを実行します。System、Alignments、Align Now、Align 
All Nowを押します。 

— 以前にアライメントを実行しても問題が解決しなかった場合は、
System、Alignments、Restore Align Defaultsを押します。次に、
System、Alignments、Align Now、Align Now Allを押してください。

— アナライザが大きな振幅エラー (> 10 dB) を特に10 GHzを超える周波数     
で示す場合は、RFプリセレクタが適切に中心に調整されていない可能性
があります。AMPTD、Signal Path、Presel Centerを押します。信号の振  
幅エラーが補正された場合は、プリセレクタの特性評価を実行する必要
があります。System、Alignments、Ad vanced、Characterize Preselector 
を押します。特性評価には数分かかります。評価中はアナライザの動作
を中断しないでください。特性評価のプロセス中にアナライザの動作が
中断されると、特性評価データが破損するため、プロセス全体を実行し
なおす必要があります。

— アナライザにエラーメッセージが表示されていますか？表示されている
場合は、『Instrument Messages Guide』を参照してください。

— 外部周波数基準が選択されているかどうか、それを使用できるかどうかを
確認します。選択されていることを確認するために、Input/Output、Freq
Ref Inputを押します。Externalが選択されている場合は、設定をSenseに 
変更すれば、アナライザが外部基準の存在を検出できるようになり、使用
可能な場合に限って外部基準を使用するようになります。基準周波数は正
しく設定する必要があります。

— 測定器のアプリケーション以外にWindowsプログラムを使用している場
合は、動作が遅くなる場合があります。測定器のアプリケーションをシ
ングル掃引／測定モードで使用してください。

http://www.keysight.com/find/cxa_manuals
http://www.keysight.com/find/cxa_manuals
http://www.keysight.com/find/cxa_manuals
http://www.keysight.com/find/cxa_manuals
http://www.keysight.com/find/cxa_manuals


 90 Xシリーズ・シグナル・アナライザ入門／トラブルシューティング・ガイド

トラブルシューティング
基本的な確認

ヒント シグナル・アナライザについてKeysight Technologies電子計測UPDATEサービ 
ス にご登録いただくと、新ファームウェアのリリースやその他の製品アップ 
デート／情報を電子メールで受け取ることができます。次のURLをご覧くだ
さい。http://keysight.com/find/MyKeysight
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Microsoft Windows 7関連の問題
Microsoft Windows 7オペレーティング・システムの設定は、最適な性能が得  
られるように最適化されています。これらの設定を変更すると、測定器の性
能や測定スピードが低下する恐れがあります。安全に変更できる設定につい
ては、「変更できる設定」（46ページ）をご覧ください。

Xシリーズ・シグナル・アナライザのプラットフォームはオープンなWindows
環境で動作するため、測定器にソフトウェアをインストールすることが可能
です。ただし、許可されていないソフトウェアをインストールすると、測定
器の性能に影響が及ぶおそれがあります。Keysightは、許可されていないソ
フトウェアをインストールした場合の性能は保証しません。
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サービスのためのアナライザの返送

Keysight Technologiesのお問い合わせ 

Keysight Technologiesは世界中に事業所があり、アナライザに関するあらゆ 
るサポートを提供しています。サービス情報の入手、交換部品のオーダにつ
いては、以下の各事業所までお問い合わせください。お問い合わせの際には、
アナライザの製品番号、シリアル番号、ソフトウェア・リビジョンをお知ら
せください。 

製品番号、シリアル番号、ソフトウェア・リビジョンの情報は、アナライザ
で System、Show Systemを押すと画面上に表示されます。シリアル番号の  
ラベルはアナライザのリアパネルにも貼付されています。
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Keysight Technologiesの各事業所

保証の確認 

アナライザの保証については、『仕様ガイド』の先頭に記載されています。保
証条件をお読みになり、その内容を理解しておいてください。 

アナライザが個別のメンテナンス契約の対象である場合は、その条件を理解
しておいてください。 

オンライン・アシスタンス：http://www.keysight.com/find/assist

アメリカ

カナダ 
1 877 894 4414

中南米 
(305) 269 7500

米国 
1 800 829 4444

アジア太平洋地域

オーストラリア 
1 800 629 485

中国 
800 810 0189

香港 
800 938 693

インド 
1 800 112 929

日本 
0 120 (421) 345

韓国 
080 769 0800

マレーシア 
1 800 888 848

シンガポール 
1 800 375 8100

台湾 
0800 047 866

タイ 
1 800226 008

欧州／中東

オーストリア 
43 (0) 1 360 277 1571

ベルギー 
32 (0) 2 404 93 40

デンマーク 
45 70 13 15 15

フィンランド 
358 (0) 10 855 2100

フランス 
0825 010 700*
*0.125 ユーロ/分

ドイツ 
49 (0) 7031 464 6333

アイルランド 
1890 924 204

イスラエル 
972-3-9288-504/544

イタリア 
39 02 92 60 8484

オランダ 
31 (0) 20 547 2111

スペイン 
34 (91) 631 3300

スウェーデン 
0200-88 22 55

スイス 
0800 80 53 53

英国 
44 (0) 118 9276201

その他の欧州諸国：http://www.keysight.com/find/contactus

http://www.agilent.com/find/assist
http://www.agilent.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/contactus
http://www.keysight.com/find/contactus
http://www.keysight.com/find/contactus
http://www.keysight.com/find/contactus
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サービス・オプション 

Keysight Technologiesは、保証期間終了後のアナライザのサービス向けに、 
オプションで複数のメンテナンスプランをご用意しております。詳細につい
ては、Keysight Technologiesまでお問い合わせください。 

保証期間終了後にご自分でアナライザのサービスを行いたい場合は、テスト
とメンテナンスに関する必要な情報を記載したサービス資料をKeysightの
Webページからダウンロードできます。 
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測定器の梱包
納品時の梱包または同等の梱包を使用してください。出荷時の梱包材料が
あれば、それで機器を梱包してください。

アナライザの梱包には、以下のような市販の梱包材料を使用できます。

指定の梱包材料以外のものを使用すると、アナライザが損傷するおそれがありま
す。梱包材料として、スチレン・ペレットはどのような形のものでも使用しない
でください。機器の緩衝用にも、カートンの中での移動を防ぐためにも役に立ち
ません。静電気を発生したり、アナライザの放熱口に入り込んで通気を妨害した
りして、機器の損傷を招く恐れがあります。 

表 5-1 

ステップ 注記

1. 静電気による損傷を防ぐため、
機器を静電気防止シートで包み
ます。

2. 強度の高い輸送用カートンを使
用してください。 

カートンは、アナライザを収めるのに十分な
大きさと強度が必要です。159 kgの破裂強度 
を持つ2重壁の段ボール箱を使えば十分です。
アナライザの全面に梱包材のための空間が8～
10 cm以上必要です。 

3. 機器を8～10 cmの厚さの梱包
材でくるみ、機器がカートン内
で移動しないようにします。

梱包用の発泡材がない場合は、プラスチック
のバブル包装材を代わりに使用してくださ
い。プラスチックのバブル包装材は、約3 cm 
の気泡で満たされたプラスチックのシートの
ようなものです。静電気を防止するピンク色
のバブル材を使用してください。機器をこの
材料で何重かにくるめば、機器の保護と、機
器がカートン内で移動しないようにするため
に十分です。 

4. 輸送用カートンを強力なナイロ
ン製の接着テープでしっかりと
封止します。

5. 輸送用カートンに「FRAGILE,
HANDLE WITH CARE」と表記し  
て、注意して取り扱われるよう
にします。 

6. 配送書類のコピーはすべて保存
しておきます。 
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